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第１８回 理化学研究所 バイオリソース研究センター 微生物材料検討委員会 
（2023年 12月 27日開催） 

評価・提言 
 
微生物材料開発室（室長︓大熊 盛也） 
 
1． 事業実績 
 
（１）前回委員会（2022年開催）の指摘事項への対応は充分か 
 指摘事項への対応は十分と判断され、特に、以下の点を評価する。  
・SeqCode の世界的な動きのなかで、我が国における対応の主導的役割の一翼を担う 
・SNS の導入による、発信力の強化 
・ビデオ配信への取組による、利用者本位の業務姿勢のあり方 
・危険分散の着実な実施 

 前回、老朽化設備、SeqCode に関する情報共有、人員補強、SNS の導入、付加情報の増加、オ
ートメーション化、危険分散の観点で指摘事項があったが、全ての指摘事項に丁寧にかつ十分な対応
がなされていた。 

 指摘事項は多岐に渡っているが、対応の可否や妥当性も含めて十分に検討が行われており、計画的
かつ着実に、真摯に指摘事項への対応に取り組まれている。対応途中のもの、今後対応すべきものも
含まれているが、それに対しては方向性が十分示されている。 

 ビデオ配信などの指摘にも様々な手法を公開しており、真摯に対応していることが評価できる。 
 コロナ禍で延期されていたバックアップが再開され、次年度中に延期分の移送を完了する計画で、適切
に対応されている。 

 微生物生態学会での SeqCode に関するシンポジウムに参加したが、JCM の室員によって命名規約
や実際に記載した際の情報が非常にわかりやすく講演されていた。他の聴講者からも参考になったと好
意的な意見が聞かれた。このような主題の講演により情報共有することは、保存機関としてのプレゼンス
の向上にも役立つと思うので、今後も積極的に行なっていただくことを希望する。 

 老朽化設備の更新について、リソースの維持に関わる重要な設備は運営費など恒常的経費で賄える
ように働きかけていくことも重要かと思う。 

 
（２）令和５年度の実績（バイオリソース整備事業・国際化・人材育成・情報発信なども含む）は

世界の主要なバイオリソースセンターの関連事業の水準に達しているか 
 水準に達していると判断され、特に、以下の点を特筆したい。 
・3万を越える保有株数、5年間で 79%は海外 32 カ国からの寄託、5年間で提供数の 34%は海
外 52 カ国へ、22%は営利機関に、という実績は国際的なリソースセンターであることを示唆。 
・提供数における基準株の割合が 79.4%という高い割合は、学術的にも信頼を得ている証拠であり、
このことは利用者の論文発表の数の多さにも表れている。 
・さらに、菌株の品質管理という点でも、世界の研究者から信頼を得ている基盤と言える。 
・寄託、提供という業務だけでなく、基準株のゲノム情報整備という点でも国際貢献している。また、情
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報発信やメンバーの学会等での受賞など、組織としてのアクティビティは高く、室長の組織運営の能力は
非常に高いと評価できる。 

 バイオリソース整備事業・国際化・人材育成・情報発信など、いずれも令和 5 年度の実績も極めて高
いレベルのものであり、世界に誇れるバイオリソースセンターである。また、室員が ICSP Executive 
Board に参加することは、JCM の今後の発展に全ての面で大きく寄与するものと極めて高く評価する。 

 定常的な微生物の管理については、高品質な管理・運営がなされており、株保有数を含めて世界的
にも非常に高い水準に達している。限られた予算のなかで、設備、人員補強を適切に実施されている。
また、独自の取り組みとして研究開発も進めており、通常業務と上手くバランスがとられている。 

 収集、保存、提供といった基本的かつ重要な整備事業の実績は世界でもトップレベルである。微生物
群ごとに複数名の研究員が配置されており、積極的に競争的資金を獲得することで、人員が補強され、
優れた人材の確保と育成が順調に行われている。人材育成や国際化に関連して、国際連携をもう一
歩進める形で、海外のリソース機関や関連する大学との人的交流、海外派遣や海外研究者の受け入
れについても検討されると良い。 

 リソース収集、提供数などは全て高いレベルで維持している。品質管理においても受入・保存・提供前
検査も適宜遺伝子検査を導入し、不具合０を維持していることも高く評価出来る。バイオリソース整
備事業は菌株数を増やすことが大目的でなく、安定した保存・提供、つまり、高度な品質管理の維持
が最も大事であり、そこは世界トップであるので引き続きそのレベルを維持するようなサポートを望む。 

 8,275種類の提供株のうち 3,894株は提供回数が 1回のみであるというのは、利用者の幅広いニー
ズに対応しているということだと思う。このような利用頻度が高いとはいえない株についても、品質管理が
適切に行われていることは特筆に値する。提供後の不具合がないということに加え、復元率という面から
も非常に品質の高いリソースを提供していると言える。 

 メールニュース配信、BRC Resource News、ホームページに加えて、新たに SNS（「X」）の配信が
行われるようになり、情報発信に関連しても充実した内容となっている。海外ユーザーへの情報発信とし
て、負担にならない範囲で内容を絞り込むなどして、メールニュースの英語化も検討されると良いだろう。
例えば、品質管理で「受入検査 5年間で 13％の寄託に問題」といったことが報告されたが、こうした問
題を解決するための寄託者・ユーザーの啓発活動に利用するなど。 

 基準株のゲノム情報の整備については、主要な参画機関のなかでも多く貢献されている。国際的な連
携プロジェクトの推進は、国際化・人材育成・情報発信などの全ての項目に関連しており、高い水準と
評価できる。 

 国際的な観点からも極めて高い水準で事業を推進していると評価する。とりわけ、人材育成における取
り組み、マネジメントは高い水準であり、持続可能性を考えた対応をされていると思う。 

 保有数（特に中国、韓国からの寄託数）、提供数、品質管理およびリソースを使用した成果（論文、
特許数）、国外への発信・貢献など素晴らしい成果があり、世界的な水準に十分達していると考える。 

 
（３）令和 5年度の活動は、理研 BRCの第 4期中長期計画（2018年度～2024年度の 7

年間）に沿い適切か、また、センターの発展に貢献したか 
 令和 5年度の活動は、第 4期目標の達成に向けた計画に沿っており適切と判断される。 
 全ての計画に沿っており、また十分な成果・実績をあげている。特に、共生・難培養微生物の技術開
発は前年に続きさらに成果が出ている。今、健康に注目されている人常在細菌や共生タイプの難培養
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微生物などの整備技術とそれによるリソース整備は特筆すべき実績であり、今後世界からも高く評価さ
れブランド力向上に寄与すると期待される。 

 センターの発展に大きく貢献していると判断される。当初目的にある共生・難培養微生物リソースが質・
量ともに他の機関を凌駕している実績は明記していただき、一層、アピールしていただくと良いと感じた。
前回までの資料には共培養系の素晴らしい成功事例が説明されていた。 

 数や品質に加え、ニーズの高いヒト常在細菌への対応なども着実に実施できている。また、難培養、共
培養、さらには CO2固定化微生物の発掘などの技術構築にも取り組んでおり、チャレンジングな活動も
並行して進めている。産業利用への期待も高いことから、今後更なる成果が期待できる。また、様々な
方法で情報発信を実施しており、世界的な認知度も向上し、次世代の人材育成にもつながる取り組
みも実施している。 

 社会・研究ニーズに応えるリソースの品揃えを確保しつつ、世界最高水準の品質に向けた様々な取り
組みを着実に実現している。また国際ハブ機能の維持のための諸活動や高いレベルでのリソースの利活
用研究や技術開発が行われるなど、BRC の第 4 期中長期計画に沿って適切に事業と研究の両立が
図られている。 

 これまでの活動は、適切な数値目標や事業計画に沿って実施されており、目標を上回る実績が得られ
ている。また、プレスリリースなど、研究者コミュニティーに加え一般への広報も積極的に行っていると思う。 

 中長期計画に沿った適切な活動とマネジメントをされていると高く評価する。微生物分野の基準株開
発、収集、共有において高い水準を維持されている。保存株の品揃え、高品質化、国際的なハブ機
能なども、中長期計画に沿ったものであり、センターの発展に十分貢献していると考える。 

 
２．事業計画について 
 
（１）令和 6年度の計画は理研 BRCの第 4期中長期計画に沿い適切か、また、センターの発展

に貢献するか 
 令和 6年度の計画は適切と判断され、特に、以下の点を評価する。 
・基準株の整備をさらに強化していくことは、BRC（JCM）のブランド力に貢献するものと思われる。 
・環境と健康に関するリソースに注力することは、社会的にも意義が大きい。 
・共生微生物と難培養微生物の整備も、JCM だからできる方向性であり、BRC（JCM）の存在価
値を高めていると言える。 
・ゲノム情報の整備は、微生物学分野全体に多大な貢献をすると言える。 
・CO2固定微生物のリソース整備は、我が国が目指すカーボンリサイクル社会の実現に向けて、基盤技
術の開発に貢献するものと言える。 

 バイオものづくりの大型研究プロジェクトGteXの採択により、第 4期の最終年度の計画も盤石になって
おり、興味深いバイオリソースの獲得が期待される。同時に、微生物機能解析に活用可能な、オリジナ
ルリソースが新規創出できれば、その収集も可能になり、研究者コミュニティーへの貢献度も向上できる
のではないかと思った。 

 微生物の研究者の減少による利用者の減少があり、その対策としてリソースの高付加価値化などの取
り組みが挙げられており、国内の微生物研究のレベルアップにも貢献している。産業界での応用例が増
加し、事業化の例も増加することが期待され、本事業の成果がより見える化されることが期待できる。 



4 
 

 収集、提供数などは既に高いレベルの目標が設定され、着実に目標を実現するとともに、品質管理の
徹底など質的面からも適切に対応され、数にこだわるだけでなく質を最高水準に維持するなど、JCM の
強みをさらに拡充しようとしている。 

 第 4期中長期計画中には特に、環境と健康の研究分野に資するリソースの整備、腸内細菌・共生微
生物また難培養微生物の整備が拡充され、企業で商品化されるなど特筆すべき成果を挙げており、
令和 6年度においてもそれらの推進が盛り込まれており、さらに向上が見込まれ、さらなる JCM ブランド
力強化が期待できる。また、事務手続きなどもペーパーレス化しながら情報共有化を進めており、業務
効率化や確率性向上を推進していることも高く評価できる。 

 これまでの高いレベルでの実績に基づき、継続性のある計画となっている。特に、CO2 削減微生物の研
究推進は、リソースの付加価値を高めることにも繋がる他、独自の研究成果の発表にもつながり、ブラン
ド力の向上にも寄与すると評価できる。着実な成果を出されることを期待する。 

 令和 6 年度の計画の方向性は適切で、第 4 期中長期計画に沿ったもので、これまでと同様センター
の発展に大きく貢献するものであると考える。 

 
（２）当初計画にない、新規に整備すべきリソース、研究開発、技術開発はあるか 
 JCM の主たる目的ではないと思いますが、GXや共生難培養微生物系の理解に資する新規でオリジ
ナルな組換え体や組換えツールの収集・提供は、関連研究者にとって有益になるのではないかと思う。 

 難培養微生物、共生微生物、CO2固定化微生物の発掘等、チャレンジングな課題に取り組み、今後
の成果が期待される。産業界からの期待もあり、これらチャレンジングな課題を一層充実させるために、
これらに特化した施設、人員の拡充が必要になる可能性がある。膨大な実験データを解析するための
AI ツール及びオミックス情報の基盤技術の拡充を期待する。 

 提供数の多い微生物株において、同種で由来や性状の異なる別株を整備することで、更に提供数を
増やせる可能性はないか。植物（藻類を含む）や動物との共生・共存微生物の整備は、今後の重
要課題であり、積極的に取り組むべきだろう。またこうしたリソースを微生物系以外の植物、動物、農水
産系、分類、生理・生態等の研究コミュニティーにアピールすることで、新たな需要、利用拡大が期待で
きるかもしれない。 

 GteX の採択は、ここ数年で蓄積された難培養性微生物や共生微生物などの研究実績が認められた
証だと評価できる。これまでの微生物バイオリソース事業が応用研究に寄与することを示すチャンスととも
に、JCM のブランド力の向上に寄与するので期待している。 

 現状の計画を着実に実施いただくことが重要だと考える。また、そのためにも、TOFMS などの省力化で
きる新規検査法などの導入は積極的に推進していただきたい。 

 難培養微生物のゲノム情報の整備事業など、JCMの特色を活かした優れた事業だと思う。すでに着手
済みの事業かと思うが、PacBio か MiSeq+ナノポアでの完全長ゲノム構築を目指されているとご説明
から理解した。現在はナノポアだけで高品質な完全長ゲノムの構築が可能であり、将来性を考えると
GridIONなどの導入を検討された方が良いのではないかと思った。ナノポアでの 16SrRNA遺伝子アン
プリコン解析は簡便で、遺伝子全長を確認でき、コンタミの検出も容易で、かつ MiSeq/NextSeq な
どサンプルがある程度集まらないとシークエンシングが実施できないということもない。寄託株の QC なども
考慮すると、NextSeq1000 などに投資するより GridION の方が良いのではないかという感想を持っ
た。本件は技術的な一意見であり、特に計画に反映いただく必要はない。 
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 前回の委員会で意見として出された質量分析における Bruker と島津のデータの互換性において、今
回検討した結果、現状では無理との判断であったが、引き続きアプローチできることがあればトライして頂
きたいと思う。 

 
３．その他（長期的展望からの助言や提言等） 
 1 年前の委員会資料を紐解くと、BRC のバイオリソース整備事業として、「研究動向を的確に把握し、
研究ニーズ、社会ニーズに迅速に応える最先端のバイオリソースを収集・保存・提供するとともに、利活
用に資する研究開発の実施」が掲げられていた。微生物材料の開発では、この趣旨が的確に反映され
ていると評価できる。DSMZ 等の他機関との比較で、株数が注視されているが、上記の「研究ニーズ、
社会ニーズに応える」という点ではどうか。そのことの方が大事だと思う。 

 共生微生物、難培養微生物、CO2 固定微生物等のコレクションで、JCM の優位性がだんだん明確に
なってきた。これは、収集という業務の前に、「研究」という実績があっての成果だと思う。バイオリソース整
備事業であっても、研究が研究者を支えることを確認した次第である。 

 JCM の主たる業務ではないことは承知しているが、バイオリソースの受け入れと生物多様性条約との関
わりにおける最新情報を、今後とも教えてもらえるとよい。 

 基準株保有数世界 2 位で充分かもしれないが、長期的展望として、世界１位の DSMZ との差を埋
めるために、世界の他のコレクションとの基準株交換、あるいは分離者への直接のコンタクト等、何かでき
ることはないだろうか。 

 アジアのリソースが集約していることは大きな強みであり、アジア各国への貢献も大きいと考えられる。一
方で、国を超えた移転の問題に対応するためにも、ABS の観点から、技術支援や原産国のコレクション
との株の共有等のアジアの原産国への具体的な支援についても、今後検討が必要だろう。 

 GXに関連して、CO2固定微生物のリソース整備が課題として取り上げられているが、藻類等の専門家
等の新たな人材確保が必要かもしれない。 

 細菌以外の微生物グループでは、新種記載等に使われた株やゲノム解析株等の基準株相当の株がど
の程度あるのかが不明瞭で、基準株の整備に関する長期的展望が必要かもしれない。 

 リソースの付加情報整備に関連して、ゲノム情報に加えて、微生物画像データといった生態・表現型等
の情報整備は重要であり、今後も積極的に取り組む必要がある。こうした情報整備と連動する形で、
ユーザー視点で、オンラインカタログの検索機能の充実も望まれる。多様な微生物群を扱っているので、
統一的な検索というより、微生物群によって、簡易検索、詳細検索、画像検索等の検索プラットフォー
ムを使い分けるといった工夫が必要かもしれない。 

 NBRP 情報センターでは、機械学習をベースにした株のレコメンデーション機能の開発が行われており、
NBRP藻類の検索ページでの導入が検討されている。JCMのオンラインカタログでもこうした機能を追加
することで、提供数の増加が見込まれるかもしれない。 

 今回の質疑応答や議論に費やした時間について、やや短く感じました。それだけ充実していたのだと思い
ますが、次回ご検討いただきたい。 

 国内外での JCM のプレゼンスをより強固にするため積極的なアウトリーチ活動を実施しても良いかと思
う。例えば、国際微生物デイが、リューベンフォーク博士が顕微鏡を開発し微生物を報告した９月 17
日に設定され、世界中で子供世代を中心に微生物の啓発活動が進められつつある。世界微生物デイ
に日本の代表として JCM が中心にかかわることも検討してはどうか。 



6 
 

 共培養等による共生・難培養微生物のリソース化や、培養が難しいアーキアの受入などは JCM の強み
であると思います。DSMZ では受入を拒否されたが、JCM には寄託できたなどの話を伺ったこともありま
す。このような整備しづらい難しい株についても、担当者が変わっても安定的にリソースとして維持管理
できるような取組みをお願いしたい。 

 難培養微生物を含め、その保存と寄託業務は極めて専門性の高い事業であり、そのノウハウを持った
人材の確保、長期的な支援、補充は不可欠であると思います。引き続き人材育成等へのご尽力をお
願いしたい。 

 これまでの実績を高レベルで維持し、さらに向上させるのは大変なことと思います。そのための方向性は
示されていると考えます。特に、次世代の人材の確保、育成は計画に沿って、引き続き実施していただ
きたい。また、広報活動で SNS を取り入れるなど、若い研究者の意見を反映させる活動は、評価でき
ると考えますので、継続していただきたい。委員会の中でも議論となっていましたが、具体的な目標は数
値的なものになってしまいがちである。数字に表れにくい成果、貢献度についても、委員会で議論してい
ければと考える。 


